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懐
徳
堂
記
念
講
座
講
演
題
目
一
覧

（
昭
和
二
十
六
年
!
昭
和
六
十
年
）

第
一
回
（
昭
和
二
十
六
年
五
月
二
十
一
日
1
二
十
六
日
）

漠

字

文

化

の

過

去

と

現

在

木

村

英

一

ア

メ

リ

カ

人

の

見

た

孔

子

貝

塚

茂

樹

偏

教

の

道

徳

と

そ

の

将

来

武

内

義

雄

懐

徳

堂

の

文

芸

神

田

喜

一

郎

大

阪

を

中

心

と

し

て

見

た

儒

医

渡

辺

幸

三

杜

甫

の

文

学

吉

川

幸

次

郎

第
二
回
（
昭
和
二
十
六
年
十
月
八
日

1+-＝
日
）

欧
亜
大
陸
北
部
を
通
じ
て
の
古
代
東
西
文
化

の

交

流

梅

原

末

治

香

料

の

源

流

・

山

田

憲

太

郎

東

西

交

通

上

の

南

洋

桑

田

六

郎

法

生

活

上

よ

り

見

た

る

東

洋

と

西

洋

谷

口

知

平

天
文
暦
法
よ
り
観
た
る
東
西
文
化
の
比
較
能
田
忠
亮

古

代

医

学

の

東

西

木

村

康

一

第
三
回
（
昭
和
二
十
七
年
五
月
二
十
六
日
1
三
十
日
）

老

子

木

村

英

一

能

楽

の

詞

章

と

し

て

の

謡

曲

阪

倉

篤

太

郎

日

本

書

紀

に

つ

い

て

西

田

直

二

郎

懐
徳
堂
記
念
講
座
講
演
題
目
一
覧

24 23 23 23 22 22 

（
末
尾
の
数
字
は
論
文
掲
載
の
『
懐
徳
』
号
数
。
＊
ほ
要
旨
掲
載
）

七

中

庸

武

内

蘇

東

披

の

詩

に

つ

い

て

小

川

第
四
回
（
昭
和
二
十
七
年
十
月
六
日

i
十
一
日
）

天

平

時

代

の

芸

術

望

月

信

成

中

国

の

美

術

小

林

太

市

郎

雲

岡

の

石

仏

長

廣

敏

雄

現

代

書

道

の

趨

勢

辻

本

史

邑

印

度

・

ペ

ル

ツ

ャ

の

細

密

画

上

野

照

夫

ギ

リ

シ

ャ

の

彫

刻

村

田

数

之

亮

第
五
回
（
昭
和
二
十
八
年
五
月
二
十
五
日
！
三
十
日
）

詩

経

木

村

英

一

老

子

武

内

義

雄

近

松

と

日

本

の

演

劇

小

島

吉

雄

史

記

屈

原

伝

橋

川

時

雄

春

秋

重

渾

俊

郎

第
六
回
（
昭
和
二
十
八
年
十
月
五
日
ー
十
日
）

明

治

の

精

神

と

啄

木

高

坂

正

顕

明

治

初

期

の

官

僚

坂

田

吉

雄

明

治

の

女

性

石

田

一

良

日

本

経

済

の

発

展

と

外

資

堀

江

保

蔵

明

治

医

学

の

一

隅

古

武

禰

四

郎

明

治

の

漠

詩

壇

神

田

喜

一

郎

第
七
回
（
昭
和
二
十
九
年
五
月
二
十
四
日
ー
ニ
十
九
日
）

周

易

木

村

英

一

楽

記

張

源

祥

義
雄

環
樹

26 25 26 24 



懐
徳
堂
記
念
講
座
講
演
題
目
一
覧

尚

書

平

岡

武

夫

説

文

（

諧

師

病

気

の

た

め

欠

講

）

石

浜

純

太

郎

万

葉

集

澤

潟

久

孝

水

経

注

森

鹿

一

―

―

第
八
回
（
昭
和
二
十
九
年
十
月
二
十
五
日

i
-―
―
十
日
）

ア

メ

リ

カ

の

東

洋

学

吉

川

幸

次

郎

フ

ラ

ン

ス

法

学

界

と

日

本

石

本

雅

男

イ

ン

ド

の

見

聞

ー

仏

跡

と

宗

教

事

情

藤

吉

慈

海

ト

ル

キ

ス

タ

ソ

の

民

族

岩

村

忍

座

陵

の

研

究

田

村

実

造

第
九
回
（
昭
和
三
十
年
五
月
二
十
―
―
一
日
ー
ニ
十
八
日
）

三

礼

木

村

英

一

元

遣

山

の

史

詩

鈴

木

虎

雄

王

維

の

話

橋

本

循

斉

民

要

術

と

中

国

の

農

業

天

野

元

之

助

源

氏

物

語

島

田

退

蔵

中

国

の

辞

書

類

石

浜

純

太

郎

第
十
回
（
昭
和
三
十
年
十
月
三
日
ー
七
日
）

居

庸

関

の

遣

址

村

田

次

郎

文

人

画

に

つ

い

て

島

田

修

二

郎

蘇

東

披

と

そ

の

書

中

田

勇

次

郎

丹

波

立

杭

窯

の

歴

史

と

現

状

武

藤

誠

文

楽

の

今

昔

高

安

六

郎

第
十
一
回
（
昭
和
三
十
一
年
五
月
二
十
一
日

i
二
十
六
日
）

孝

経

木

村

英

一

28 27 26 

天

工

開

物

薮

内

清

論

衡

森

一

二

樹

一

―

一

郎

憶

良

文

学

形

成

の

一

断

面

高

木

市

之

助

元

代

の

演

劇

入

矢

義

高

中

国

の

史

書

類

石

浜

純

太

郎

第
十
二
回
（
昭
和
三
十
一
年
十
月
一
日
！
五
日
）

戦

後

の

イ

ギ

リ

ス

人

の

生

活

大

阪

谷

公

雄

印

度

の

旅

行

長

尾

雅

人

欧

米

美

術

行

脚

井

島

勉

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ソ
で
発
見
の
蒙
古
語
文
書
岩
村
忍

欧

米

哲

学

界

の

印

象

高

坂

正

顕

第
十
三
回
（
昭
和
一
二
十
二
年
五
月
二

0
日
ー
ニ
十
五
日
）

論

語

木

村

英

一

名

物

雑

話

青

木

正

児

大

学

と

繋

矩

之

道

後

藤

俊

瑞

抱

朴

子

村

上

嘉

実

源

氏

物

語

の

女

性

美

描

写

に

つ

い

て

平

林

治

徳

敦

煽

に

つ

い

て

石

浜

純

太

郎

第
十
四
回
（
昭
和
三
十
二
年
九
月
―
―

10日
ー
十
月
五
日
）

新

中

国

の

考

古

学

水

野

清

一

中

共

学

界

訪

問

重

澤

俊

郎

ア

メ

リ

カ

の

裁

判

所

を

巡

り

て

澤

栄

一

―

―

欧

米

に

於

け

る

東

洋

学

高

橋

盛

孝

研

究

室

の

窓

か

ら

ー

パ

リ

で

の

久

保

秀

雄

忘
れ
ら
れ
ぬ
こ
と
、
な
っ
か
し
い
人
ー
フ
ラ

七
四



ン

ス

の

旅

和

田

誠

一

―

一

郎

第
十
五
回
（
昭
和
三
十
三
年
五
月
二
十
六
日
1
三
十
一
日
）

孟

子

木

村

英

一

荊

楚

歳

時

記

守

屋

美

都

雄

史

記

田

中

謙

二

殷

墟

の

卜

辞

に

つ

い

て

白

川

静

雨

月

物

語

宇

佐

美

喜

三

八

塩

鉄

論

西

田

太

一

郎

第
十
六
回
（
昭
和
一
―
-
+
―
―
一
年
九
月
二
十
九
日

1
十
月
二
日
）

大

阪

漠

学

論

木

村

英

一

明
治
初
期
の
大
阪
を
中
心
と
し
た
新
聞
の
発

達

松

浦

直

治

維

新

前

後

に

お

け

る

産

業

都

市

大

阪

宮

本

又

次

大

阪

文

芸

史

の

一

節

野

問

光

辰

第
十
七
回
（
昭
和
三
十
四
年
五
月
二
十
五
日
1
-
―
-
＋
日
）

雨

雅

木

村

英

一

万

葉

集

と

風

土

犬

養

孝

荘

子

福

永

光

司

管

子

清

水

潔

周

易

本

田

済

銭

謙

益

の

列

朝

詩

集

吉

川

幸

次

郎

第
十
八
回
（
昭
和
三
十
四
年
九
月
二
十
八
日

1
十
月
三
日
）

ロ

ビ

ン

ソ

ン

と

ガ

リ

バ

ー

村

上

至

孝

テ

レ

ビ

に

よ

る

学

習

と

教

育

の

変

革

田

中

正

吾

難

波

宮

址

の

発

掘

と

昔

の

ナ

ニ

ワ

山

根

徳

太

郎

懐
徳
堂
記
念
講
座
講
演
題
目
一
覧

31 31 29 

七
五

イ

ン

ド

の

仏

跡

梶

山

雄

一

社

会

学

の

歴

史

と

儒

学

蔵

内

数

太

漠

法

医

学

と

ベ

ル

グ

ソ

ソ

の

哲

学

澤

潟

久

敬

第
十
九
回
（
昭
和
三
十
五
年
五
月
二
十
三
日

i
二
十
八
日
）

荀

子

と

経

学

木

村

英

一

中

国

古

代

法

内

田

智

雄

静

斎

門

の

論

理

学

壺

井

義

正

詩

人

蘇

東

披

倉

田

淳

之

助

枕

草

子

林

和

比

古

敬

に

つ

い

て

笠

原

仲

二

第
二
十
回
（
昭
和
三
十
五
年
十
月
十
七
日
ー
ニ
十
二
日
）

日

本

仏

教

と

社

会

赤

松

俊

秀

風
俗
史
上
よ
り
見
た
る
日
本
中
国
の
交
渉
江
馬
務

初

期

の

日

米

関

係

時

野

谷

勝

明

治

政

治

史

上

の

二

潮

流

梅

涙

昇

日

本

神

話

に

つ

い

て

藤

直

幹

絵

巻

に

つ

い

て

源

豊

宗

第
二
十
一
回
（
昭
和
三
十
六
年
五
月
二
十
二
日
ー
ニ
十
七
日
）

大

学

と

中

庸

木

村

英

一

五

十

而

知

天

命

森

三

梅

一

―

一

郎

詩

経

＾

白

川

静

平

家

の

歌

人

谷

山

茂

韓

愈

の

詩

文

に

お

け

る

諧

請

に

つ

い

て

清

水

潔

欧

米

に

於

け

る

教

蓑

と

古

典

扇

谷

尚

第
二
十
二
回
（
昭
和
三
十
六
年
十
月
十
六
日
ー
ニ
十
一
日
）

32 33 



懐
徳
堂
記
念
講
座
講
演
題
目
一
覧

中

国

の

音

楽

と

音

楽

観

張

源

祥

喜

劇

的

な

も

の

に

つ

い

て

河

本

敦

夫

戯

画

の

歴

史

森

暢

絵

巻

物

の

話

梅

津

次

郎

宋

元

の

絵

画

中

村

茂

夫

漠

の

画

像

石

長

廣

敏

雄

第
二
十
三
回
（
昭
和
三
十
七
年
五
月
二
十
一
日

1
二
十
六
日
）

中

庸

木

村

英

一

顔

氏

家

訓

守

屋

美

都

雄

漠

書

平

中

苓

次

か

な

の

発

生

と

古

典

文

学

阪

倉

篤

義

白

氏

長

慶

集

高

木

正

一

老
子
第
八
十
章
ー
中
国
の
ユ
ー
ト
ビ
ア
ー
秋
田
成
明

第
二
十
四
回
（
昭
和
三
十
七
年
十
月
一
日

1
六
日
）

天

竺

の

仏

跡

を

巡

り

て

今

小

路

覚

瑞

慈

覚

大

師

の

入

唐

巡

礼

小

野

勝

年

敦

煽

の

再

生

藤

枝

晃

ウ
イ
グ
ル
文
書
探
索
行
ー
中
央
ア
ジ
ア
か
ら

ロ

ン

ド

ン

ま

で

山

田

信

夫

ョ

ー

ロ

ッ

パ

文

化

と

日

本

文

化

豊

田

党

欧

米

に

お

け

る

中

国

研

究

宮

崎

市

定

第
二
十
五
回
（
昭
和
一
＿
一
十
八
年
五
月
二
十
七
日

1
六
月
一
日
）

白

氏

文

集

平

岡

武

夫

資

治

通

鑑

外

山

軍

治

四

庫

の

分

類

法

鈴

木

隆

一

34 

張
彦
遠
「
法
書
要
録
」
に
お
け
る
六
朝
の
書

論

中

田

勇

次

郎

花

伝

書

（

風

姿

花

伝

）

田

中

裕

周

礼

重

澤

俊

郎

第
二
十
六
回
（
昭
和
一
―
―
十
八
年
九
月
＝
―
十
日

1
十
月
五
日
）

米
欧
を
巡
っ
て
の
所
感
ー
東
西
の
文
化
と
将

来

木

村

英

一

日
本
人
の
評
価
ー
ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
の

場

合

内

多

毅

欧
米
に
お
け
る
外
国
語
教
育
ー
極
東
語
を
中

心

と

し

て

伊

地

智

善

継

東

南

ア

ジ

ア

の

仏

教

ー

ア

ジ

ア

の

光

牧

田

諦

亮

香

港

の

一

年

清

水

茂

ア

メ

リ

カ

の

日

本

研

究

梅

裟

昇

第
二
十
七
回
（
昭
和
三
十
九
年
五
月
二
十
五
日

1
-―
―
十
日
）

論

語

の

郷

党

篇

木

村

英

一

陶

淵

明

と

現

代

一

海

知

義

周

源

漢

の

通

書

佐

藤

震

二

日

本

上

代

の

詩

小

島

憲

之

郡

君

啓

節

に

つ

い

て

大

島

利

一

鏡

花

縁

湯

浅

幸

孫

第
二
十
八
回
（
昭
和
一
―
―
十
九
年
十
月
十
九
日
ー
ニ
十
四
日
）

森

格

と

大

阪

中

山

治

一

荻

生

狙

裸

今

中

寛

司

偉
人
と
英
雄
ー
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
と
ナ
ポ
レ

七
六
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オ

ン

豊

田

亮

釈

惹

遠

木

全

徳

雄

ゲ

ー

テ

田

中

健

二

孔

子

木

村

英

一

第
二
十
九
回
（
昭
和
四
十
年
五
月
二
十
四
日

1
二
十
九
日
）

経

書

の

成

立

木

村

英

一

明

夷

待

訪

録

西

田

太

一

郎

李

義

山

高

橋

和

巳

自

然

と

人

為

森

三

樹

三

郎

食

経

に

つ

い

て

篠

田

統

連

歌

の

話

田

中

裕

第
三
十
回
（
昭
和
四
十
年
十
月
十
一
日

1
十
六
日
）

一

遍

と

日

蓮

黒

田

俊

雄

グ

リ

フ

ィ

ス

と

明

治

日

本

梅

撲

昇

紫

式

部

玉

上

琢

弥

古

代

ニ

ジ

プ

ト

の

宗

教

と

美

術

加

藤

一

朗

ニ

ジ

プ

ト

と

ョ

ー

ロ

ッ

パ

村

田

数

之

亮

五

代

友

厚

宮

本

又

次

第
三
十
一
回
（
昭
和
四
十
一
年
五
月
二
十
三
日

1
二
十
八
日
）

漠

書

芸

文

志

木

村

英

一

江

戸

時

代

の

策

刻

中

田

勇

次

郎

韓

非

子

大

久

保

荘

太

郎

白

氏

文

集

花

房

英

樹

貝

原

益

軒

の

簑

生

訓

丸

山

博

日

本

に

お

け

る

漠

学

池

上

禎

造

懐
徳
堂
記
念
講
座
諧
演
題
目
一
覧

36 

七
七

第
三
十
二
回
（
昭
和
四
十
一
年
十
月
十
七
日
ー
ニ
十
二
日
）

西

村

天

囚

先

生

の

こ

と

後

醍

院

良

正

内

藤

湖

南

先

生

の

こ

と

宮

崎

市

定

狩

野

君

山

先

生

の

こ

と

吉

川

幸

次

郎

懐

徳

堂

五

十

年

の

歩

み

木

村

英

一

武

内

誼

卿

先

生

の

こ

と

小

川

環

樹

公
開
座
談
会
「
懐
徳
堂
を
語
る
」

第
三
十
三
回
（
昭
和
四
十
二
年
五
月
二
十
二
日
ー
ニ
十
七
日
）

論

語

の

学

而

篇

．

木

村

英

一

李

長

吉

の

詩

荒

井

健

芭

蕉

の

一

面

大

谷

篤

蔵

茶

経

布

目

潮

混

隠

遁

思

想

と

孔

子

笠

原

仲

二

伝

習

録

島

田

虔

次

第
三
十
四
回
（
昭
和
四
十
二
年
十
月
十
六
日
ー
ニ
十
一
日
）

大

阪

の

心

学

竹

中

靖

一

山

片

蝠

桃

有

阪

隆

道

大

塩

中

斎

岡

本

良

一

泊

園

書

院

に

つ

い

て

水

田

紀

久

恢

徳

堂

と

麻

田

剛

立

羽

倉

敬

尚

麻

田

剛

立

の

解

剖

学

小

川

鼎

三

懐
徳
堂
座
談
会

第
三
十
五
回
（
昭
和
四
十
一
＿
一
年
五
月
二
十
七
日
ー
六
月
一
日
）

論

語

に

見

え

る

子

貢

木

村

英

一

春

秋

に

つ

い

て

竹

内

照

夫

40 37 36 ． 
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懐
徳
堂
記
念
諧
座
講
演
題
目
一
覧

荘

子

に

つ

い

て

野

村

茂

夫

漠

字

と

文

化

平

岡

武

夫

日

本

に

お

け

る

仏

教

と

古

典

文

芸

小

田

良

弼

文

心

誰

龍

興

膳

宏

第
三
十
六
回
（
昭
和
四
十
三
年
十
月
二
十
一
日
ー
ニ
十
六
日
）

明

治

時

代

の

大

阪

の

工

業

宮

本

又

次

明
治
時
代
の
書
に
お
け
る
伝
統
と
革
新
中
田
勇
次
郎

森
鵬
外
の
翻
訳
に
つ
い
て
ー
即
興
詩
人
か
ら
川
口
朗

駒
田
錦
一

明
治
期
の
民
衆
教
育

大

阪

会

議

前

後

梅

袈

昇

懐
徳
堂
座
談
会

第
三
十
七
回
（
昭
和
四
十
四
年
五
月
二
十
六
日
!
-
―
-
+
―
日
）

論
語
の
一
面
ー
孔
門
の
若
き
秀
オ
た
ち
木
村
英
一

藤

井

竹

外

北

村

学

杜

甫

の

世

界

黒

川

洋

一

建

安

文

学

に

つ

い

て

伊

藤

正

文

黄

山

谷

の

詩

倉

田

淳

之

助

古

典

語

と

現

代

語

宮

地

裕

第
三
十
八
回
（
昭
和
四
十
四
年
十
月
十
三
日
ー
十
八
日
）

中

国

古

代

の

官

僚

制

大

庭

西

洋

の

芸

術

山

川

大

阪

と

朝

鮮

岡

崎

企

業

に

於

け

る

人

問

理

解

太

城

イ

ン

ド

か

ら

ギ

リ

シ

ャ

ヘ

村

主

懐
徳
堂
公
開
座
談
会

恵藤精鴻
快吉郎三脩

40 

第
三
十
九
回
（
昭
和
四
十
五
年
五
月
十
八
日

1
二
十
三
日
）

潜

夫

論

に

つ

い

て

日

原

利

国

万

葉

歌

と

風

土

犬

蓑

孝

山

片

蝠

桃

と

多

田

義

俊

宮

内

徳

雄

六

朝

の

政

治

と

文

学

森

一

ー

一

樹

三

郎

子

路

と

顔

淵

木

村

英

一

高

餅

の

山

亭

夏

日

に

つ

い

て

都

留

春

雄

第
四
十
回
（
昭
和
四
十
五
年
十
月
十
九
日

1
二
十
四
日
）

古

代

土

器

に

み

る

美

と

技

術

北

野

耕

平

古

代

畿

内

の

帰

化

人

と

文

化

井

上

薫

運

疫

の

芸

術

毛

利

久

中

世

宋

学

の

問

題

点

和

島

芳

男

江

戸

時

代

の

家

族

慣

行

平

山

敏

治

郎

歌

舞

伎

と

操

り

時

野

谷

勝

第
四
十
一
回
（
昭
和
四
十
六
年
五
月
二
十
四
日

1
二
十
九
日
）

子

路

の

事

跡

木

村

英

一

尺

讀

の

書

外

山

軍

治

不

平

の

文

学

田

中

謙

二

朱

子

学

に

つ

い

て

木

南

卓

一

西

鶴

の

お

も

し

ろ

さ

発

見

信

多

純

一

商

君

書

に

つ

い

て

清

水

潔

第
四
十
二
回
（
昭
和
四
十
六
年
十
月
四
日

1
九
日
）

万

葉

以

前

本

田

落

窪

物

語

の

本

に

つ

い

て

柿

本

説

話

と

「

か

た

り

」

阪

倉

七
八

篤義
義 奨 憲
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能

の

作

者

と

世

阿

弥

北

川

忠

彦

現

代

語

の

話

宮

地

裕

大

阪

と

雑

俳

宮

田

正

信

第
四
十
三
回
（
昭
和
四
十
七
年
五
月
二
十
二
日
1
二
十
七
日
）

曽

子

に

つ

い

て

木

村

英

一

経

と

権

ー

原

理

と

現

実

森

三

樹

―

―

一

郎

杜
甫
に
お
け
る
詩
人
と
し
て
の
自
覚
黒
川
洋
一

儒

教

に

お

け

る

国

家

と

個

人

日

原

利

国

山

片

蝠

桃

の

「

夢

の

代

」

末

中

哲

夫

命
名
と
漠
字
1

日
本
人
の
文
字
意
識
か
ら
池
上
禎
造

第
四
十
四
回
（
昭
和
四
十
七
年
十
月
二
十
三
日

1
二
十
八
日
）

日

明

貿

易

と

大

阪

府

小

葉

田

淳

難

波

の

宮

と

京

沢

村

仁

大

阪

城

と

大

阪

岡

本

良

一

平

安

朝

の

渡

海

僧

小

野

勝

年

近

世

の

大

阪

商

人

宮

本

又

次

南

港

寧

波

と

寧

波

商

人

斯

波

義

信

第
四
十
五
回
（
昭
和
四
十
八
年
五
月
二
十
一
日

1
二
十
六
日
）

新

し

い

中

国

の

文

化

と

古

典

木

村

英

一

呂

氏

春

秋

私

見

大

久

保

荘

太

郎

西

行

と

定

家

安

田

章

生

新

出

富

永

仲

基

書

翰

水

田

紀

久

焦

循

の

学

問

坂

出

祥

伸

高

階

春

帆

に

つ

い

て

北

村

学

第
四
十
六
回
（
昭
和
四
十
八
年
十
月
二
十
二
日
1
二
十
七
日
）

懐
徳
堂
記
念
講
座
諧
演
題
目
一
覧
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七
九

朝

鮮

中

国

か

ら

み

た

古

代

日

本

井

上

秀

雄

高

松

塚

古

墳

そ

の

後

の

問

題

井

上

薫

中

世

海

外

通

交

史

上

の

大

阪

三

浦

圭

一

豊

臣

秀

吉

と

東

ア

ジ

ア

脇

田

修

岡

倉

天

心

と

東

洋

の

理

想

柴

田

質

幕

末

志

士

の

中

国

観

梅

深

昇

第
四
十
七
回
（
昭
和
四
十
九
年
十
月
二
十
一
日
ー
ニ
十
六
日
）

近

松

の

時

代

ー

伝

記

を

中

心

と

し

て

森

修

古

浄

瑠

璃

か

ら

近

松

へ

角

田

一

郎

近

松

当

時

の

人

形

た

ち

信

多

純

一

近
松
の
世
話
物
ー
晩
年
の
作
品
を
中
心
と
し

て

横

山

正

近
松
の
時
代
物
ー
国
性
爺
合
戦
を
中
心
と
し

て

向

井

芳

樹

近

松

物

と

現

代

吉

永

孝

雄

第
四
十
八
回
（
昭
和
五
十
年
五
月
十
九
日

i
二
十
四
日
）

韻

書

と

反

切

の

系

譜

辻

本

春

彦

中

国

の

思

想

革

命

木

村

英

一

哀

随

園

の

哲

学

本

田

済

聖
徳
太
子
と
梁
の
武
帝
ー
隠
さ
れ
た
十
字
架

以

後

梅

原

猛

中

国

古

代

の

農

事

詩

清

水

茂

多
神
教
の
世
界
観
ー
中
国
と
日
本
森
三
樹
一
＿
一
郎

第
五
十
回
（
昭
和
五
十
年
十
月
二
十
七
日
！
十
一
月
一
日
）

お

茶

の

歴

史

布

目

潮

混



懐
徳
堂
記
念
講
座
講
演
題
目
一
覧

サ

サ

ソ

朝

イ

ラ

ソ

史

跡

本

田

質

信

陶

磁

器

の

東

西

交

流

大

庭

脩

地

図

の

東

西

交

流

海

野

一

隆

長
沙
馬
王
堆
出
土
の
古
侠
書
に
つ
い
て
佐
藤
武
敏

モ

ン

ゴ

ル

帝

国

時

代

の

大

旅

行

家

山

田

信

夫

第
五
十
＿
回
（
昭
和
五
十
一
年
五
月
二
十
四
日

1
二
十
九
日
）

漠

字

の

文

化

平

岡

武

夫

わ
が
生
涯
の
最
良
の
日
々
ー
イ
ン
ド
思
想
と

仏

教

の

道

山

口

恵

照

民

族

主

義

ー

ユ

ダ

ヤ

人

を

中

心

と

し

て

児

玉

昇

唐

人

の

庶

民

生

活

取

材

の

楽

府

増

田

清

秀

東

洋

的

寛

容

池

田

末

利

中

国

人

の

孝

・

日

本

人

の

孝

加

地

伸

行

第
五
十
二
回
（
昭
和
五
十
一
年
十
月
十
八
日

1
二
十
一
＝
日
）

大

阪

城

に

つ

い

て

岡

本

良

一

大

坂

蔵

屋

敷

と

堂

島

米

市

場

宮

本

又

郎

町

絵

図

か

ら

見

た

大

坂

矢

守

一

彦

豪
商
の
商
法
と
家
訓
ー
鴻
池
と
住
友
の
場
合
作
道
洋
太
郎

産

業

都

市

と

し

て

の

大

阪

脇

田

修

舎

密

局

と

ハ

ラ

ク

マ

芝

哲

夫

第
五
十
三
回
（
昭
和
五
十
二
年
五
月
二
十
―
―
―
日
1
二
十
八
日
）

朱

子

の

礼

学

上

山

春

乎

中

国

文

学

の

性

質

ー

政

治

性

山

川

昭

一

夫

婦

の

氏

の

歴

史

熊

谷

開

作

詩

経

に

つ

い

て

庄

司

荘

一

白

楽

天

の

文

学

花

房

英

樹

列

子

説

話

考

山

口

義

男

第
五
十
四
回
（
昭
和
五
十
二
年
十
月
三
十
一
日
1
十
一
月
五
日
）

古

代

に

お

け

る

人

問

像

の

誕

生

吉

井

巌

伊

勢

物

語

の

虚

構

の

方

法

片

桐

洋

一

平

安

末

期

の

物

語

二

種

阪

倉

篤

義

曽

我

物

語

と

義

経

記

福

田

晃

夏

目

漱

石

の

「

門

」

川

口

朗

西

鶴

「

日

本

永

代

蔵

」

瑣

々

談

村

田

穆

第
五
十
五
回
（
昭
和
五
十
三
年
五
月
二
十
二
日
1
二
十
七
日
）

荀

子

の

解

釈

に

つ

い

て

竹

岡

八

雄

祝

允

明

と

「

罪

知

録

」

間

野

潜

龍

現

代

中

国

の

歴

史

性

竹

内

実

唐

詩

と

道

心

平

野

顕

照

中

国

人

の

復

讐

観

日

原

利

国

密

教

の

世

界

松

長

有

鹿

第
五
十
六
回
（
昭
和
五
十
三
年
十
月
二
十
三
日

1
二
十
八
日
）

幕

末

日

本

人

の

中

国

観

日

比

野

丈

夫

イ

ス

ラ

ム

の

地

理

思

想

高

橋

正

宣

長

と

篤

胤

子

安

宣

邦

古

代

の

中

国

農

業

米

田

賢

次

郎

中

国

社

会

と

商

業

斯

波

義

信

唐

中

期

の

仏

教

と

国

家

嘱

波

護

第
五
十
七
回
（
昭
和
五
十
四
年
五
月
二
十
一
日
1
二
十
六
日
）

善

溝

大

師

の

至

誠

心

水

谷

幸

正

八
〇



明

治

初

年

の

堺

県

と

小

河

知

事

山

中

永

之

佑

菅

原

道

真

の

詩

菅

野

礼

行

西

村

天

囚

と

懐

徳

堂

戸

川

芳

郎

中

国

地

図

史

に

お

け

る

近

年

の

発

見

船

越

昭

生

「

詩

経

」

と

歌

垣

吉

田

恵

第
五
十
八
回
（
昭
和
五
十
四
年
十
月
十
五
日
ー
ニ
十
日
）

元

禄

の

社

会

脇

田

修

自
然
科
学
者
と
し
て
の
中
井
履
軒
の
業
績
伴
忠
康

中

世

の

寺

院

生

活

黒

田

俊

雄

光

明

皇

后

願

文

に

み

え

る

天

平

の

明

暗

井

上

薫

寛

政

異

学

の

禁

と

大

阪

の

儒

者

宮

城

公

子

第
五
十
九
回
（
昭
和
五
十
五
年
五
月
十
九
日
ー
ニ
十
四
日
）

批

判

者

の

思

想

ー

春

秋

日

原

利

国

論

語

集

解

を

め

ぐ

っ

て

田

中

利

明

論

語

二

章

尾

崎

雄

二

郎

康

有

為

と

「

新

学

偽

経

考

」

坂

出

祥

伸

晋

代

の

儒

者

野

村

茂

夫

詩

経

の

興

に

つ

い

て

西

村

富

美

子

第
六
十
回
（
昭
和
五
十
五
年
十
月
二
十
日
！
二
十
五
日
）

大
谷
探
険
隊
ー
ツ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
調
査
し
た

最
初
の
日
本
人

仏
教
美
術
の
東
漸

契
沖
を
め
ぐ
る
人
々

京
大
坂
の
地
図
と
景
観
図

音
楽
に
於
け
る
古
典
の
意
味

懐
徳
堂
記
念
講
座
講
演
題
目
一
覧

山
田

肥
塚

信
多

矢
守

谷
村

ー純信
晃彦ー隆夫

八

ネ

パ

ー

ル

紀

行

伴

忠

康

第
六
十
一
回
（
昭
和
五
十
六
年
五
月
二
十
五
日

i
-―
-
＋
日
）

日

本

文

化

と

道

教

福

永

光

司

文

学

と

し

て

の

「

観

無

最

寿

経

」

黒

川

洋

一

和

漠

薬

と

健

康

山

村

雄

一

孫

文

と

日

本

山

ロ

一

郎

現

代

中

国

を

知

る

た

め

に

伊

地

智

善

継

懐

徳

堂

を

め

ぐ

る

科

学

者

た

ち

芝

哲

夫

第
六
十
二
回
（
昭
和
五
十
六
年
十
一
月
四
日
ー
十
一
日
）

明

清

時

代

の

書

院

に

つ

い

て

小

野

和

子

懐

徳

堂

の

教

育

と

旧

中

国

の

教

育

加

地

伸

行

懐

徳

堂

の

学

問

の

伝

播

末

中

哲

夫

北

宋

士

大

夫

の

人

問

像

中

田

勇

次

郎

産
業
革
命
を
生
き
る
ー
工
業
化
初
期
イ
ギ
リ

ス

の

家

族

と

生

活

川

北

稔

宋

代

の

出

版

文

化

笠

沙

雅

章

第
六
十
三
回
（
昭
和
五
十
七
年
五
月
二
十
四
日
ー
ニ
十
九
日
）

〈
大
阪
の
歴
史
と
人
物
〉

高

山

右

近

の

生

き

た

時

代

脇

田

修

淀

屋

辰

五

郎

と

町

人

文

化

今

井

修

乎

近

松

と

義

太

夫

信

多

純

一

多

田

源

氏

と

石

川

源

氏

黒

田

俊

雄

難

波

宮

の

歴

史

と

天

皇

長

山

泰

孝

西

村

天

囚

と

懐

徳

堂

梅

漢

昇

第
六
十
四
回
（
昭
和
五
十
七
年
十
月
二
十
五
日

i-―
-
＋
日
）

* 51 * * * * 51 51 51 51 51 



懐
徳
堂
記
念
講
座
講
演
題
目
一
覧

〈
中
国
の
文
化
と
日
本
〉

「

忠

臣

蔵

」

の

シ

ノ

ロ

ジ

ー

日

原

利

国

孟

子

の

遊

説

橋

本

高

勝

こ

と

ば

の

来

往

芝

田

稔

布

目

潮

湿

抹
茶
の
起
源

漠

字

の

楷

成

吉

田

恵

江

南

の

旅

阿

頼

耶

順

宏

第
六
十
五
回
（
昭
和
五
十
八
年
五
月
二
十
三
日
ー
ニ
十
八
日
）

〈
近
世
画
壇
1

人
と
作
品
〉

狩

野

探

幽

武

田

恒

夫

＊

5

2

尾

形

光

琳

河

野

元

昭

＊

5

2

．52

与

謝

蕪

村

佐

々

木

丞

平

＊

5

2

．53

円

山

応

拳

橋

本

綾

子

＊

5

2

司

馬

江

漠

成

瀬

不

二

雄

＊

5

2

富

岡

鉄

斎

金

沢

弘

＊

5

2

第
六
十
六
回
（
昭
和
五
十
八
年
十
月
二
十
四
日
ー
ニ
十
九
日
）

〈
上
方
こ
と
ば
の
世
界
〉

細

雪

の

言

語

生

活

和

田

質

＊

5

2

御

所

の

こ

と

ば

に

つ

い

て

堀

井

令

以

知

＊

5

2

．52

関
西
こ
と
ば
の
基
層
ー
こ
と
ば
と
文
化
寿
岳
章
子
＊
5
2

『
日
本
言
語
地
図
』
か
ら
み
た
上
方
こ
と
ば
徳
川
宗
賢
＊
5
2

上

方

の

地

名

鏡

味

明

克

＊

5

2

表

現

法

の

地

域

差

＾

佐

藤

亮

―

*

5

2

第
六
十
七
回
（
昭
和
五
十
九
年
五
月
二
十
一
日
ー
ニ
十
六
日
）

〈
日
本
文
化
に
お
け
る
古
典
ー
伊
勢
物
語
の
場
合
〉

* * 51 * * * 
51 51 51 51 51 

伊
勢
物
語
の
本
質
と
そ
の
背
景

伊
勢
物
語
と
源
氏
物
語

伊
勢
物
語
と
絵
画

鈴
木
春
信
の
見
立
絵
ー
伊
勢
物
語
を
中
心
と

し

て

小

林

忠

伊

勢

物

語

と

謡

曲

伊

藤

正

義

伊

勢

物

語

と

和

歌

・

連

歌

島

津

忠

夫

第
六
十
八
回
（
昭
和
五
十
九
年
十
月
二
十
二
日

i
二
十
七
日
）

〈
中
国
の
人
物
像
〉

諸

葛

孔

明

ー

政

治

家

と

し

て

狩

野

寵

禎

＊

5

3

．53

李

白

と

杜

甫

ー

巨

星

の

出

会

い

黒

川

洋

一

＊

5

3

蘇

東

披

ー

政

治

と

文

学

竺

沙

雅

章

＊

5

3

孫

文

ー

人

と

思

想

堀

川

哲

男

＊

5

3

海

瑞

ー

あ

る

清

官

の

生

涯

岩

見

宏

＊

5

3

王

安

石

ー

財

政

改

革

の

旗

手

斯

波

義

信

＊

5

3

第
六
十
九
回
（
昭
和
六
十
年
五
月
二
十
日
ー
ニ
十
五
日
）

〈
大
阪
の
町
々
ー
歴
史
の
舞
台
と
し
て
ー
〉

上
町
台
地
の
あ
け
ぽ
の
ー
原
始
時
代
の
大
阪
都
出
比
呂
志
＊
5
4

天

王

寺

と

渡

辺

ー

中

世

の

大

阪

田

中

文

英

＊

5

4

船

場

宮

本

又

郎

＊

5

4

．54

道

頓

堀

脇

田

修

＊

5

4

堂

島

本

城

正

徳

＊

5

4

川

口

居

留

地

ー

文

明

開

化

の

大

阪

梅

深

昇

＊

5

4

第
七
十
回
（
昭
和
六
十
年
十
月
二
十
一
日
ー
ニ
十
六
日
）

〈
現
代
芸
術
の
世
界
〉

片
桐

伊
井

伊
藤

八

洋
一

春
樹

敏
子

* * * 53 53 53 * * * 53 53 53 



抽
象
芸
術
は
何
を
め
ざ
す
か

新
た
な
自
然
を
求
め
て
ー
オ
プ
ジ
ェ
の
問
題

記
号
化
す
る
現
代
と
芸
術

大
衆
化
す
る
芸
術
の
な
か
で
1
小
説
と
映
画

の
場
合

ボ
ッ
プ
・
ア
ー
ト
ー
俗
物
の
芸
術

工
業
化
時
代
の
技
術
と
芸
術

芸
術
作
品
に
お
け
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
コ
ビ
ー

ビ
デ
オ
・
ア
ー
ト
の
現
在

演
劇
か
ら
パ
フ
ォ
ー
マ
ソ
ス
へ

現
代
音
楽
に
何
を
き
く
か

恢
徳
堂
記
念
講
座
講
演
題
目
一
覧

源

高

根

太

田

喬

夫

潮
江
宏
一
―
―

森
谷
宇
一

吉

稼

健

上

倉

庸

敬

畑

道

也

******* 54 54 54 54 54 54 54 

神

林

恒

道

岩
城
見
一

出

川

哲

朗

* * * 54 54 54 

（
追
記
）
懐
徳
堂
記
念
諧
座
は
懐
徳
堂
春
季
講
座
・
同
秋
季
講
座
と
通
称

さ
れ
、
通
算
回
数
は
冠
し
て
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
、
通
し
で
回
数

を
入
れ
ま
し
た
所
、
近
年
の
本
誌
粟
報
等
で
記
し
た
回
数
は
一
回
多
く

算
入
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
訂
正
い
た
し
ま
す
。

会
場

第
一
回

1
第一

第
二
十
一
回

1
第
五
十
九
回

第
六
十
回

1
第
六
十
一
回

第
六
十
二
回

1
第
七
十
回

八

大
阪
大
学
医
学
部
第
二
講
堂

大
阪
大
学
松
下
会
館
小
講
堂

大
阪
府
民
文
化
室
会
議
室

大
阪
府
立
文
化
情
報
七
ン
タ
ー




